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30年間凍結された胚から生まれた「最高齢の赤ちゃん」、3人の遺伝子を持つ子どもの誕生、人工子宮での胎児
発育――。生命誕生の瞬間が今、技術革新によって大きく変わろうとしている。体外受精（IVF）に代表される生
殖技術は、生殖・出産の可能性を広げ、多くの人に希望をもたらす。しかし、それは同時に「ヒトとは何か」「親
とは誰か」「生命はいつ始まるのか」といった根源的な問いを私たちに突きつけている。生殖医療の最前線で何が
起きているのか、そして人類はどこへ向かうのか。新しい生命創造の現場を検証する。
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る。リンダは6年間、妊娠を試みて
は失敗を重ねていた。そこで夫婦は、
当時としてはかなり新しい技術だっ
た体外受精（IVF）を試す決断を下
した。「当時は多くの人がIVFをよく
知らなかったのです」とリンダは語
る。「『一体何をしているの？』とい
う反応が多かったですね」。
　IVFを受けた結果、1994年5月に
4つの胚が作られた。そのうち1つ
をリンダの子宮に移植したところ、
健康な女の子が誕生した。「赤ちゃ
んを授かることができて、本当に幸
せでした」とリンダは語る。残りの
3つの胚は凍結され、保管タンクに
保存された。
　それが31年前のことだ。当時生
まれた娘は現在30歳。彼女にはす
でに10歳の娘がいる。一方、残り
の3つの胚はそのまま凍結保存され
ていた。
　リンダは当初、これらの胚を自分
で使うつもりだったという。「私は
ずっと、もう1人赤ちゃんが欲しく
てたまらなかったんです」と彼女は
話す。「この3つの胚を、私の“3つの
小さな希望”と呼んでいました」。当
時の夫はその考えに賛同していなか
ったが、離婚後リンダは胚の親権を
得て、いつか別のパートナーと使え
るかもしれないという希望を持ち続

けていた。
　そのためには保存期間とともに増
加する年間保存料を支払う必要があ
った。最終的にリンダは年間約
1000ドルを支払っていたという。
彼女にとっては、それだけの価値が
あった。「私はいつも、それが正し
い選択だと思っていました」とリン
ダは語る。
　更年期に入ると、状況は変わった
とリンダは話す。彼女は自らの選択
肢を検討した。胚を破棄したり、研
究目的で寄付したりすることは望ま
なかった。また、他の家族に匿名で
提供することも避けたかったという。
彼女は、生まれてくる赤ちゃんやそ
の親と会いたいと考えていた。「胚は
私のDNAであり、私から生まれたも
のです。そして、それは私の娘のき
ょうだいになる存在なのですから」。
　その後リンダは胚の「養子縁組」
制度について知った。これは、胚提
供の一形態であり、提供者と受け取
り手の双方が、誰に胚を託すか、あ
るいは誰から迎えるかを選ぶことが
できる仕組みである。この制度は、
多くの場合、胚を生まれた人間と道
徳的に同等とみなす宗教的機関によ
って監督されている。リンダはキリ
スト教徒である。
　米国にはこのような養子縁組サー

月末に誕生した男児が、
「最高齢の赤ちゃん」の
新記録を打ち立てた。

サディアス・ダニエル・ピアースく
んは、7月26日に誕生し、30年半
保存されていた胚から発育した。
　「大変なお産でしたが、今は母子
ともに元気です」と母親のリンジー・
ピアースは語る。「彼はとても穏や
かです。私たちはこのかけがえのな
い赤ちゃんに出会えたことに、心か
ら感動しています」。
　オハイオ州ロンドンに住むリンジ
ー と 夫 の テ ィ ム・ ピ ア ー ス は、
1994年に作られた胚を、提供者の
女性から「養子」として迎え入れた。
リンジーによると、家族や教会の仲
間たちは「まるでSF映画のようだ」
と話しているという。
　「この子には30歳のお姉ちゃんが
いるんです」とリンジーは言う。胚
が作られた当時、夫のティムはまだ
幼児だった。
　「とても不思議な気持ちです」と
語るのは、胚を提供したリンダ・ア
ーチャード（62）だ。「いまだに信
じられない思いです」。

3つの小さな希望

　物語は1990年代初頭にさかのぼ
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1 30年前の凍結胚から誕生、
「最高齢の赤ちゃん」新記録

米オハイオ州で、1994年から30年以上にわたって冷凍保存されていた胚から男児が誕
生した。凍結胚からの出産では世界最長記録となる。胚を提供した女性は現在62歳で、
受精卵が作られた当時、父親はまだ幼児だった。

by Jessica Hamzelou （米国版生物医学担当上級記者）
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ビスを提供する機関がいくつかある
が、すべての機関が長期間保存され
た胚を受け入れるわけではない。と
いうのも、そのような胚は、現在で
は一般的でない古い方法で凍結され
ており、解凍や移植に耐えられず、
正常に成長する可能性が低いと考え
られているからである。
　「情報すら受け取ってもらえない
機関がたくさんありました」とリン
ダは語る。そんな中で出会ったのが、

「ナイトライト・クリスチャン・ア
ダプションズ（Nightlight Chris-
tian Adoptions）」という養子縁組
機関が運営する、「スノーフレーク
ス（Snowflakes）」プログラムだっ
た。この機関は、リンダの胚の受け
入れに前向きだった。ただし、胚が
作られた当時の彼女の医療記録と、
胚の検査記録が必要だった。
　リンダは、数十年前に自分を担当
していた不妊治療医に電話をかけた。

「彼の電話番号をいまだに覚えてい
たんです」。医師は現在70代で、オ
レゴン州のクリニックでいまだに診
療を続けている。医師は地下室から
記録を探し出してくれた。中には手
書きのものもあったという。リンダ
の胚は2022年にナイトライトの

「マッチングプール」に登録された。

マッチング

　「私たちのマッチングプロセスは、
胚を提供する家族の希望を最優先に
進められます」と、スノーフレーク
ス・プログラムのエグゼクティブ・
ディレクターであるベス・バトンは
語る。リンダの希望は、米国在住の、
結婚している白人のキリスト教徒の
カップルだった。「自分の胚を国外
に送りたくなかったのです」とリン
ダは言う。「それに、キリスト教徒

であることは私にとって非常に重要
です。私自身がそうだから」。
　マッチングが成立するまでには時
間がかかった。スノーフレークスに
登録している「養子縁組を希望する
親」の多くは、すでに不妊治療クリ
ニックに登録していたが、それらの
クリニックはこの胚を受け入れる可
能性が低かったとバトンは説明する。

「米国の不妊治療クリニックの90％
以上は、このような胚を受け入れな
かっただろうと思います」。
　リンダの胚は、長期間保存されて
いた胚や、健康な出産に至る可能性
が低いと考えられる「提供が困難」
な胚を対象とした、スノーフレーク
ス の「 オ ー プ ン・ ハ ー ツ（Open 
Hearts）」プログラムに割り当てら

れた。
　リンジーとティムも、このオープ
ン・ハーツ・プログラムに申し込ん
でいた。35歳と34歳の2人は、7年
前から子どもを望んでおり、複数の
医師の診察を受けていた。
　リンジーは子どもの養子縁組につ
いて調べていた際に、スノーフレー
クスのことを知った。
　ピアース夫妻は、受け取る胚の条
件を検討する際、どのような胚でも
受け入れると決めた。「私たちはす
べての項目にチェックを入れまし
た」とティムは語る。こうして彼ら
は、リンダの胚とマッチングされた。

「すごいことだと思いました」とリ
ンジーは語る。「そんな昔に胚が凍
結されていたなんて知りませんでし
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リンジー・ピアースとティム・ピアースの夫妻。リジョイス・ファティリティ（Rejoice Fertility）にて。



かの指針があります」とゴードン医
師は言う。ただし、異なる信条を持
つ患者も受け入れていると付け加え
る。その指針の1つは、「すべての胚
には生命を得る機会が与えられるべ
きであり、健康な赤ちゃんにならな
い唯一の胚とは、移植される機会を
与えられなかった胚である」という
ものである。
　それが、ゴードン医師のチームが
保存期間や条件に関係なく、受け取
った胚を移植するよう努める理由で
ある。特に、通常とは異なる方法や
古い手法で凍結・保存された胚は、
取り扱いが困難になることがある。
　「扱い方を知らない人にとっては
怖いことです」と語るのは、リジョ
イス・ファティリティのラボ・スー
パーバイザー兼胚培養士長であるサ
ラ・アトキンソンだ。「自分が何を
しているか分からずに、誰かの胚を
死なせることになっては困ります」。

厄介な上に爆発の可能性も

　IVFの初期には、胚は緩慢凍結法
で保存されていた。これは胚の温度
を徐々に下げて凍結する方法である。
しかし、この方法では有害な氷の結

よる出産の記録を持っていた両親を
治療したのも、ゴードン医師のクリ
ニックだ。2022年、レイチェル・
リッジウェイとフィリップ・リッジ
ウェイの夫妻は、30年以上前に作
られた胚から双子を授かった。「と
ても素敵なご夫婦です」とゴードン
医師は話す。取材時、彼は朝食を共
にするためにこの家族と会う予定を
立てていた。双子は「雑草のように
元気に育っている」と笑って語った。
　「私たちには信仰に基づくいくつ

た」。
　ピアース夫妻は、テネシー州ノッ
クスビルにあるIVFクリニック「リ
ジョイス・ファティリティ（Rejoice 
Fertility）」に登録していた。このク
リニックは、生殖内分泌専門医であ
るジョン・ゴードンが運営しており、
保存された胚の数を減らすことに取
り組んでいることを誇りにしている。
膨大な数の胚が保存タンクに残され
たままになっている現状に良心の呵
責を感じ、6年前に異なるアプロー
チを取るためにこのクリニックを設
立したという。
　「私たちは今、バイブル・ベルト（キ
リスト教篤信地帯）の中でも特に信
仰のあつい地域にいます」と、改革
派長老教会に属するゴードン医師は
語る。「私は診療のやり方を変えま
した」。このクリニックでのIVF治
療は、余剰胚をできるだけ作らない
ように設計されている。同クリニッ
クは複数の胚養子縁組機関と連携し
ており、保存期間に関係なくどんな
胚でも受け入れている。
　これまで最も長く保存された胚に
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リンジー・ピアースに移植された2つの胚。



晶が形成される可能性があるため、
2000年代にはガラス化法に切り替
えられた。この手法では、胚をスト
ローと呼ばれる細いプラスチック管
に入れ、液体窒素のタンクに沈めて
急速に凍結し、ガラスのような状態
にする。
　アトキンソンによれば、保存され
た胚は後に取り出され、温かい「融
解培地」に2秒以内にすばやく投入
することで解凍される。緩慢凍結さ
れた胚の解凍はさらに複雑である。
必要な解凍手順は、胚がどのように
保存され、どの容器に入れられてい
たかによって異なる。装置によって
は、保存タンク内で開封する必要が
あり、液体窒素中で鉗子やダイヤモ
ンド刃のナイフなどの道具を使うこ
ともあるという。
　最近、アトキンソンは吹きガラス
製の瓶に保存されていた胚を取り出
す作業を任された。その瓶は、胚が
入った状態で熱で封をされており、
彼女は液体窒素タンク内でダイヤモ
ンド刃のナイフを使って封を切る必
要があった。これは非常に煩雑な作
業であり、開封時に装置が破裂し、
小さなガラス片が飛び散って彼女の

顔に当たった。「頬に当たって切れ
て、血が流れて、『しまった』と思い
ました」。幸い、彼女は安全ゴーグ
ルを着けており、胚も無事だったと
いう。
　アトキンソンのオフィスには、長
年にわたって収集した各種胚保存装
置に関するメモが入ったフォルダが
ある。ビデオ通話中、彼女はそのフ
ォルダをめくりながら、ガラス瓶に
ついて書かれたメモを指し示した。

「爆発の恐れあり。顔面シールドと
目の保護具を着用のこと」と彼女は
読み上げる。さらに数ページ後には
別の装置についてのメモがあり、「こ
れは指の中で解凍する必要がある」
と書かれていた。「好きじゃないで
すね」と彼女は言った。
　今回新記録を樹立した胚は緩慢凍
結されたもので、プラスチック製の
瓶に保存されていたとアトキンソン
は語る。解凍は手間のかかる作業だ
ったが、3つの胚はいずれも無事だ
った。
　ピアース夫妻は、オハイオ州の自
宅からテネシー州のクリニックまで、
2週間の間に5回も通う必要があっ
た。「車で片道5時間くらいかかりま

した」とリンジーは話す。3つの胚
のうち1つは成長を止めたが、残り
の2つは2023年11月14日にリン
ジーの子宮に移植され、そのうち1
つが胎児へと成長した。
　赤ちゃんが誕生した今、リンダは
その子に会いたいと強く望んでいる。

「リンジーが赤ちゃんの写真を送っ
てきたとき、まず最初に思ったのは、
彼が私の娘の赤ちゃんの頃に本当に
よく似ているということでした」と
彼女は語る。「育児日記を取り出し
て、写真を並べて比べてみたら、き
ょうだいであることは間違いないと
確信しました」。
　リンダはまだ赤ちゃんに会う予定
は立てていないが、会えるとすれば

「夢がかなうようなもの」と語る。「も
っと近くに住んでいたらよかったの
に……完璧な赤ちゃんよ！」。
　「私たちは記録を破ろうなんて思
っていませんでした。ただ、赤ちゃ
んを授かりたかっただけなんです」
とリンジーは語る。	 　　  
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exclusive-a-record-breaking-baby-has-been-born-
from-an-embryo-thats-over-30-years-old/
日本語版掲載日：2025年8月4日
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